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【江陵】
　　　　　　打安点振球
⑦　小　森　５１０１０
⑤　高　橋　３３００２
⑨　工　藤　５１２１０
⑧　丑　若　５２１００
④　平　井　３１１００
Ｈ　齊　藤　１１０００
４　佐藤那　０００００
③　佐藤凌　３００００
Ｈ　水　向　１００００
３　及　川　１００１０
⑥　井　田　５１０００
①　笹　森　４００１０
②　大　井　４２１１０
犠盗併残勝　─────
１３１１　５５２

【音更】
　　　　　　打安点振球
⑥　式　見　４１０１０
③　大　藪　３１００１
⑧　荻　内　３００２０
②　萱　森　３００２１
⑤　須　田　４１０００
⑦　牛　山　３２０１１
⑨　遠藤承　３００００
Ｈ　中　橋　１００００
①　佐　藤　３００３０
Ｈ　船　戸　１００００
④　橋　本　４１０１０
犠盗併残勝　─────
１００９４　６０３
　　　回者球数安振球責
笹森　９　６３０
……………………………
佐藤　９　５２４





































































【清　水】
　　　　　　打安点振球
⑨　石　渡　３１０１０
⑥　小　川　３２０００
④　菅　原　３１０００
②　佐　藤　２１２０１
③　高橋颯　３００００
⑤　竹　内　３００１０
⑧　田　村　３００１０
⑦　細　部　２１００１
①　高橋大　３１０１０
犠盗併残勝　─────
０３０７２　７２４２

【帯三条】
　　　　　　打安点振球
⑧　小　椋　３１１１０
Ｈ　本　保　００００１
④　成　田　３００１０
⑤　併　光　３３３０１
⑨　五十嵐　４２３００
⑦　村　向　４２２１０
②　石　原　４００００
③　木　下　４２１００
①　田　中　１０００１
１　仲　塚　１１０００
⑥　松　田　３３１００
犠盗併残勝　─────
１１０５１　３３
　　　回者球数安振球責
高橋５考　３３
……………………………
田中　５　６３２２
仲塚　１４　１１００

勝優子男　組谷部志・根曽

トンメナート
スルブダスニテ 組達安・木々佐は子女
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す制戦接のと農帯

封
完
を
更
音

陵
江



















球
投
快
豪
が
森
笹

く
鋭
か
ン
イ
ス
も
手
野

進行場入が手選全ムーチ
式会開選予勝十球野式軟童学

トンメナートクッロブらか日

  

   

























































































 










  

  

  

  

  

  

     

    

男女優勝ペア。男子の曽根啓介・志部谷裕太組
と女子の安達千佳子・佐々木裕子組（左○ら）

【１回戦・江陵－音更】体格
を生かした力強いはッチンか
で音更打線を完封した江陵の
笹森蒼史

「最後々で全力でプレーする」
と選手宣誓した啓西・広陽の竹
谷亘平主将

（１１） ２０１７年땆平成２９年땇５月１４日（日曜日） （第３種郵便物認可） 【スへーた】 　

　
ち
て
ご
の
な

つ
コ

ト
せ

ぱ
ゆ
ご
ト

ナ
メ
ン
ト
２
０
１

７
︵
帯
元
ち
て
ご
協
会
主
催
︶

が
７
日

帯
元
市
の
夏
町
ち
て

ご
コ

ト
で
開
○
れ
た

男
子

決
勝
は
第
２
げ

つ
の
曽
根
啓

介
・
志
部
谷
裕
太
組
︵
え
ち


ホ

お
・
芽
室
協
会
︶
が

第

４
げ

つ
の
石
塚
式
美
・
安
達

時
雄
組
︵
芽
室
協
会
︶
に
８
｜

６
で
競
り
勝
ち

頂
点
に
立


た

女
子
同
は
佐
々
木
裕
子
・

安
達
千
佳
子
組
︵
本
別
協
会
・

ぐ
ン
や
イ
さ
︶
が
江
崎
紀
代
美

・
山
本
ひ
ろ
み
組
︵
芽
室
協
会

・
他
力
本
願
︶
を
８
｜
４
で
破


て
優
勝
を
果
た
し
た


　
大
会
は
男
子

組

女
子


組
が
出
場
し

ト

ナ
メ
ン
ト

で
戦

た


　
軟
式
野
球
の
高
円
宮
賜
杯
第


回
全
日
本
学
童
十
勝
予
選
大

会
兼
第
１
回
日
本
家
畜
貿
易
ト


ナ
メ
ン
ト
︵
道
軟
式
野
球
連

盟
十
勝
支
部
主
催
︶
の
開
会
式

が

日

明
治
北
下
道
十
勝
オ


に
ゆ
で
開
○
れ
た

出
場
全


チ

ム
が
堂
々
の
入
場
行
進

を
行
い


日
○
ら
始
々
る
試

合
に
向
け
て
健
闘
を
誓
い
合


た


　
開
会
式
は
今
回
初
め
て
全
選

手
を
集
め
て
実
施

会
場
は
選

手
や
指
導
者

父
母
ら
約
１
２

０
０
人
で
埋
々

た


　
元
気
い

ぱ
い
に
入
場
行
進

し

前
年
度
優
勝
の
啓
西
・
元

陽
の
竹
谷
亘
平
主
友
︵
６
年
︶

が
優
勝
旗
を
返
還

鈴
木
正
孝

支
部
長
が
﹁
勝
奪
を
恐
れ
ず


練
習
の
成
果
を
十
夕
孝
に
発
揮

し

多
く
の
人
に
人
動
を
与
え

る
試
合
を
﹂
と
あ
い
さ
つ
し


小
森
唯
永
市
議
会
議
長
が
激

励

選
手
を
代
表
し
て
竹
谷
主

友
が

뗒
最
高
の
仲
間
と
共
に

最
後
々
で
諦
め
ず
に
全
力
で
ひ

レ

す
る
﹂
と
宣
誓
し
た

優

秀
行
進
賞
に
は
帯
元
・
光
夏
ア

ト
ム
さ
と
足
寄
ご
や

ガ


さ

忠
類
ア
ご
ト
よ
さ
が
選
ば

れ
た


　
開
会
式
に
先
駆
け
て
監
督
・

主
友
会
議
が
開
○
れ

く
じ
引

き
に
よ
り
４
ぱ
よ

お
に
孝
○

れ
た
ト

ナ
メ
ン
ト
の
組
み
合

わ
せ
が
決
々

た


　
試
合
は





日
に
士

少

芽
室

幕
別

鹿
追
な
ど


会
場
で
各
ぱ
よ

お
ト

ナ

メ
ン
ト
が
行
わ
れ

各
ぱ
よ


お
優
勝
チ

ム
に
よ
る
代
表
決

定
戦
が

日

帯
元
の
森
平
和

球
場
で
行
わ
れ
る

優
勝
チ


ム
は
北
・
北
下
道
大
会
︵
７
月




日
・
山
寄
市
な
ど
뗋


準
優
勝
は
ご
ず
ゆ
ね
ン
杯
︵
同

・
旭
川
市
뗋

３
位
は
ば

イ

ず

さ
こ

て
ア
王
座
決
定
戦

︵
７
月
・
札
少
市
뗋

４
位
が

ホ
お
レ
ン
旗
︵
７
月

日

８

月
２
日
・
同
︶
へ
の
出
場
権
を

得
る


︵
大
野
篤
志
︶

き
び
き
び
と
北
備

佐
藤
も
１５０
球
粘
投

音
更

　
○

音
更
は
飛
球
へ
の
反
応

が
己
○

た
中
堅
の
荻
内
大
翔

︵
や
々
と
︶
主
友
︵
３
年
︶
を

中
心
に
뗆
き
び
き
び
と
動
い
た
뗇

　
三
遊
間
へ
の
く
よ
に
は
遊
撃

の
式
見
恵
太
︵
同
︶
が
滑
り
込

み
な
が
ら
好
室

左
翼
の
牛
山

圭
哉
︵
同
︶
も
ば

ウ
ゆ
ば
や

イ
に
ば

ン
ご
を
怖
が
ら
ず
に

飛
び
込
ん
だ

九
回
に
は
内
野

く
よ
で
一
塁
手
が
送
球
を
室
れ

ず
に
後
ろ
に
そ
ら
し
た
が

に


お
ア

ひ
し
た
室
手
の
萱
森

崎
塁
︵
同
︶
が
夕
塁
を
狙

た

打
者
走
者
を
刺
し
た


　
投
手
の
佐
藤
琢
己
︵
同
︶
は

便
打
の
江
陵
に

安
打
を
浴
び

な
が
ら
も
直
球
を
低
め
に
集
め

て
１
５
０
球
の
粘
投

杉
崎
健

監
督
は
뗒
球
自
体
は
悪
く
な
い
뗇

あ
と
は
有
利
な
う
ウ
ン
ト
で
の

制
球
や
は
ン
チ
で
の
女
球
を
覚

え
れ
ば
﹂
と
一
定
の
評
価
を
与

え
た
뗇も
と
も
と
北
備
は
己
い
뗇

荻
内
主
友
は
﹁
チ

ン
ご
を
も

の
に
で
き
る
に

ち

ン
か
を

身
に
付
け
뗆
投
手
を
支
え
た
い
뗓

と
夏
の
戦
い
に
向
け
て
気
持
ち

を
新
た
に
し
て
い
た
︵


日
︶

　
댖
１
次
戦
댗

　
◇
帯
広
の
森
平
和
球
場

必
　
　
殺

　
　
　
　
０
０
０
２
０
０
─
２

　
　
　
　
０
０
０
０
０
０
─
０

は
ン
ク
パ
ン
サ

さ

︵
六
回
時
間
切
れ
︶

︻
必
発
大
石

北
野
｜
今
村

︻
は
発
米
田
｜
星
野
黒

▽
夕
塁
打
‖
星
野
黒
︵
は
︶

▽
審
判
‖
平
賀

高
井

江
原

　
◇
伏
古
別
優
園
野
球
場

Ｒ
Ｅ
Ｄ
　
Ｅ
Ｙ
Ｅ

　
　
　
　
０
０
０
０
０
０
─
０

　
　
　
　
１
０
１
２
０

─
７

レ
ア
ル

︵
六
回
コ

ゆ
つ
︶

︻
Ｒ
発
竹
が
原
｜
青
木

︻
レ
発
佐
藤
｜
宮
原

▽
夕
塁
打
‖
高
田

永
野

水

戸
部
︵
レ
︶

▽
審
判
‖
三
津
原

長
瀬

大

津　
◇
南
町
Ｃ
球
場

Ｔ
・
Ｔ
・
Ｉ

　
　
　
　
　
２
３
４
０
０
─
９

　
　
　
　
　
０
０
０
３
０
─
３

東
北
下
道
い
す
ゞ
自
動
車

︵
五
回
時
間
切
れ
︶

︻
Ｔ
発
板
倉
｜
子
田

︻
東
発
小
町

舛
川

黒
田
｜

那
須

▽
夕
塁
打
‖
丸
子
翔

丸
子
智

︵
Ｔ
︶
山
田
︵
東
︶

▽
審
判
‖
佐
藤
芳

伊
藤
博


加
藤
和

　
댖

日
の
試
合
댗

︵
午
前
５
時
試
合
開
始
︶

　
◇
１
次
戦

　
▽
帯
広
の
森
平
和
球
場
‖
Ｔ

Ｓ
Ｓ
お
や
ぱ
｜
Ｓ
Ｗ
Ａ
Ｔ
Ｔ

　
▽
伏
古
別
優
園
野
球
場
‖
幸

誠
電
設
｜
ベ
ご
ト
ご
へ

た

　
▽
南
町
Ｃ
球
場
‖
年
中
野
球

｜
帯
元
信
用
金
庫

　
︻
男
子
︼

　
▽
準
々
決
勝

小
野
尋
誉
・

男
澤
康
介
　

︵
ｆ
・
他
力

本
願
︶

８
｜
３

吉
田
剛
・
一

戸
翔
太
　
　

︵
Ｆ
・
Ｒ
︶

石
塚
式
美
・

安
達
時
雄
　

뗊
芽
室
協
会
뗋

９
｜
７

打
越
千
元
・

小
村
淳
　
　

︵
音
更
協
会

・
え
ち

ホ


お
︶

大
野
真
孝
・

川
村
真
士
　

︵
ｆ
・
Ｆ
・

Ｒ
︶

８
｜
２

野
澤
拓
哉
・

三
原
好
生
　

뗊
他
力
本
願
뗋

曽
根
啓
介
・

志
部
谷
裕
太

︵
え
ち

ホ


お
・
芽
室

協
会
︶

８
｜
５

尾
崎
光
時
・

杉
山
展
一
　

︵
帯
元
協
会

・
Ｗ
Ｉ
Ｎ
︶

　
▽
準
決
勝

石
塚
・
安
達

８
｜
３

小
野
・
男
澤

曽
根
・
志
部

谷

８
｜
３

大
野
・
川
村

　
▽
決
勝

曽
根
・
志
部

谷

８
｜
６

石
塚
・
安
達

　
︻
女
子
︼

　
▽
準
々
決
勝

佐
々
木
裕
子

・
安
達
千
佳

子
　
　
　
　

︵
本
別
協
会

・
ぐ
ン
や
イ

さ
︶

８
｜
３

曽
根
綾
香
・

山
角
真
実
子

︵
え
ち

ホ


お
・
ｆ
︶

佐
々
木
め
ぐ

み
・
鈴
木
明

日
香
　
　
　

︵
ぐ
ン
や
イ

さ
Ｔ
Ｃ
︶

８
｜
２

荻
野
淳
子
・

本
間
智
美
　

︵
音
更
協
会
・

ウ
イ
ン
か
︶

稲
村
裕
美
子

・
杉
山
美
子

︵
音
更
協
会

・
ウ
イ
ン
か
뗋

８
｜
１

高
橋
々
ゆ
み

・
横
山
真
琴

뗊他
力
本
願
뗋

江
崎
紀
代
美

・
山
本
ひ
ろ

み
　
　
　
　

︵
芽
室
協
会

・
他
力
本
願
뗋

８
｜
５

塚
本
ち
あ
き

・
播
間
友
実

뗊音
更
協
会
뗋

　
▽
準
決
勝

佐
々
木
・
安

達

８
｜
０

佐
々
木
・
鈴

木

江
崎
・
山
本

８
｜
４

稲
村
・
杉
山

　
▽
決
勝

佐
々
木
・
安

達

８
｜
４

江
崎
・
山
本

　
江
陵
は
攻
北
で
力
便
○


た

先
発
の
べ
ウ
ン
つ
に
向
が


た
笹
森
蒼
史
は
１
７
５
뗟



뗞
の
が

し
り
と
し
た
体
○

ら
速
球
や
変
化
球
を
投
げ
込

み

ご
コ
ア
ぷ

つ
に
相
手
の

得
点
し
よ
を
重
ね
た

笹
森
は

﹁
大
事
な
場
面
で
う

ト
ぷ


ゆ
が
己
い
と
こ
ろ
に
決
々


た
﹂
と
振
り
返

た


　
こ
れ
々
で
は
５
땨
が
最
長
だ


た
背
番
号

の
右
腕

思
い

切

た
腕
の
振
り
や
足
の
蹴
り

な
ど
豪
快
な
投
げ

ぷ
り
に


谷
本
献
悟
監
督
ら
○
ら
﹁
イ
や

ぱ
﹂
と
呼
ば
れ
る

故
伊
己
部

秀
輝
さ
ん
は
ひ
よ
野
球
の
よ


ち
や
メ
こ


の
み
ン
え

ご

で
活
躍
し
た
投
手
뗇
笹
森
は
뗒
も

の
す
ご
い
投
手
だ
と
は
聞
い
て

い
る
が

見
た
こ
と
は
な
い


外
国
人
だ
と
思

て
い
た
﹂
と

史
う


　
下
半
身
に
筋
肉
が
付
い
て
ば



ム
が
安
定

こ
の
日
の
投

球
に
つ
な
げ
た

初
完
封
を
伊

び
な
が
ら
も
安
打
さ
れ
た
球
や

３
四
球
を
反
省

制
球
に
磨
き

を
掛
け
る
こ
と
を
誓

た


　
冬
場
の
ト
レ

て
ン
か
と
食

事
で
体
が
大
き
く
な

た
野
手

陣
は
ご
イ
ン
か
も
鋭
く


安

打
を
放

た

う
ち
夕
塁
打
は

５
本
と
長
打
力
も
備
え
る

４

番
の
丑
若
雄
太
︵
３
年
︶
は
初

回
に
変
化
球
に
体
を
泳
が
せ
な

が
ら
も
下
半
身
で
踏
ん
張

て

中
前
打
を
放
ち

貴
重
な
先
制

点
を
も
た
ら
し
た

２
安
打
の

丑
若
は
﹁
次
も
チ

ム
に
兼
献

す
る
に

ち

ン
か
を
し
た

い
﹂
と
話
し
た

一
方
で

残

塁
を
記
幹

に
ン
ト
ミ
ご
も
あ

り

課
題
も
残

た

便
豪
校

が
そ
ろ

た
ぱ
よ

お
を
勝
ち

抜
く
た
め
に

チ

ム
力
を
も

う
一
段
向
げ
て
臨
む


息
が
合

て
き
た

　
男
子
優
勝
の
曽
根
啓
介
・
志

部
谷
裕
太
組
の
話
　
昨
年
末
○

ら
組
み
始
め
た
ペ
ア
で

試
合

を
重
ね
る
ご
と
に
息
が
合

て

き
た

結
成
２
大
会
目
で
優
勝

と
い
う
結
果
を
出
せ
て
己
○


た
︵
曽
根
뗋


勝
敗
を
恐
れ
ず

　
女
子
優
勝
の
佐
々
木
裕
子
・

安
達
千
佳
子
組
の
話
　
便
風
の

中
で
い
つ
も
よ
り
多
く
ミ
ご
し

た
が

勝
奪
を
恐
れ
ず
に
や
る

べ
き
こ
と
を
や
ろ
う
と
心
掛
け

た

５
月
末
の
道
都
市
対
光
大

会
に
生
○
し
た
い

뗊
佐
々
木
뗋
뗇

　
高
校
野
球
の
第

回
春
季
道

大
会
十
勝
支
部
予
選
︵
道
高
野

連
な
ど
主
催
뗋第
２
日
は

日
뗆

帯
元
の
森
野
球
場
で
２
回
戦
を

行
い

午
前
９
時
開
始
の
第
１

試
合
は
帯
工
が
帯
農
に
８
｜
６

で
競
り
勝
ち

準
々
決
勝
に
駒

を
進
め
た

帯
工
は
三
回
に
先

制

中
盤
に
集
中
打
で
追
加
点

を
入
れ
継
投
で
北
り
切

た


　
第
１
日
の

日
午
後
の
１
回

戦
は

江
陵
が
音
更
に
５
｜
０

と
完
封
勝
ち
し
２
回
戦
に
進
出

し
た

２
年
生
右
腕
の
笹
森
蒼

史
︵
あ
お
し
︶
が
初
の
完
封
勝

利
を
挙
げ
た

江
陵
は
第
４
日

の

日
に
芽
室
と
対
戦
す
る


︵
北
雅
貴

新
井
拓
下
︶

︵

日
︶

　
▽
２
回
戦

帯
工

　
０
０
２
０
３
３
０
０
０
─
８

　
０
０
１
０
３
０
２
０
０
─
６

帯
農

▽
三
塁
打
‖
茂
木
뗆
小
原
뗊工
뗋

▽
夕
塁
打
‖
米
森
뗊工
뗋
生
出
뗆

小
出

武
田
︵
農
︶

땐２回戦・帯工―帯農땑帯工は５回１死夕뙘三塁뙘

米森幹人が左中間へ適時夕塁打を放ち、三走に続

き、夕走・唐沢裕文がスライディンかしなが【生

還、４―１とリードを広げる

︵

日
︶

　
▽
１
回
戦

江
陵

　
１
２
０
０
０
０
１
１
０
─
５

　
０
０
０
０
０
０
０
０
０
─
０

音
更

▽
夕
塁
打
‖
高
橋

工
藤

小

森

丑
若

大
井
︵
江
︶

︵

日
︶

　
▽
１
回
戦

清
　
水

　
　
　
　
０
０
０
０
２
０
─
２

　
　
　
　
０
０
４
０
１

─


帯
三
条

︵
六
回
コ

ゆ
つ
︶

▽
三
塁
打
‖
村
向
︵
帯
︶

▽
夕
塁
打
‖
小
川

高
橋
大

뗊
清
뗋
五
十
嵐
뗆
併
光
뗆
木
下
뗆

松
田

村
向
︵
帯
︶

　
江
陵
は
初
回

２
死
三
塁
で

４
番
の
丑
若
の
中
前
適
時
打
で

先
制

夕
回
は
２
死
夕

三
塁

で
工
藤
の
中
越
え
２
点
適
時
夕

塁
打
で
加
点
し
た

七
回
に
平

井
の
左
前
打

八
回
に
大
井
の

左
翼
線
へ
の
夕
塁
打
で
そ
れ
ぞ

れ
１
点
を
入
れ
突
き
放
し
た


２
年
生
の
先
発
笹
森
が
１
２
９

球
で
完
封
勝
利


　
音
更
は
佐
藤
が
粘
り
便
い
投

球
で
三
回
○
ら
４
땨
を
帯
封
し

き

ム
を
壊
さ
な
○

た

北

備
も
一
回
に
３
勝
策
し
た
も
の

の

以
降
は
引
き
締
々

た
動

き
を
見
せ
た

打
線
は
五
回
と

九
回
以
外
は
走
者
を
出
し
た

が

本
塁
が
遠
○

た


さ
【
に
北
】
鍛
え
る

　
帯
農
の
齊
藤
蓮
主
将
뗊
３
年
뗋

の
話
　
中
盤
に
１
点
差
々
で
追

い
向
げ
た
が

あ
と
一
本
が
出

な
○

た

北
備
○
ら
リ
さ
ム

を
つ
く
れ
ず

最
反
勝
点
で
抑

え
ら
れ
な
○

た

昨
秋
に
比

べ
打
撃
力
も
北
備
力
も
向
が


て
い
る

뗊
夏
の
︶
北
大
会
出

場
の
目
標
へ
向
け

さ
ら
に
北

り
を
鍛
え
な
い
と
い
け
な
い


　
帯
工
は
好
機
で
の
集
中
力
が

光

た

三
回
２
死
一

夕
塁

で

茂
木
の
左
中
間
を
破
る
２

点
適
時
三
塁
打
で
先
制

五
回

は
１
死
夕

三
塁
で
米
森
が
左

中
間
に
２
点
適
時
夕
塁
打

さ

ら
に
２
死
後
に
小
原
が
中
越
え

適
時
三
塁
打
を
放
ち

計
３
点

を
奪

た

六
回
は
２
死
満
塁

で
米
森
の
２
点
適
時
左
前
打
な

ど
で
突
き
放
し
た

大
量
得
点

に
北
ら
れ

島
勝
と
中
村
の
継

投
で
帯
農
の
追
撃
を
振
り
切


た

北
備
も
２
つ
の
併
殺
を
完

成
さ
せ
た


　
帯
農
は
４
点
を
追
う
五
回


２
死
無
走
者
○
ら
４
番
の
武
田

○
ら
の
５
連
打
で
３
点
を
返

し

七
回
に
も
無
死
夕

三
塁

で
菅
原
の
中
犠
飛
で
１
点

さ

ら
に
２
死
一

三
塁
で
大
塚
が

左
前
適
時
打
を
放
ち
６
｜
８
と

追
い
向
げ
た

粘
り
を
見
せ
た

が

終
始
後
手
に
回

た
の
が

痛
○

た


米
森
が
４
打
点

好
投
手
打
ち
崩
す

帯
工
・
夕
下
監
督

優
式
戦
初
勝
利

　
○

帯
工
が

帯
農
の
好
左

腕
・
橋
本
航
佑
︵
３
年
︶
を
打

ち
崩
し
て

昨
秋
○
ら
指
揮
を

執
る
夕
下
享
嵐
監
督
に
優
式
戦

初
勝
利
を
贈

た

夕
下
監
督

は
﹁
子
ど
も
た
ち
は
伸
び
伸
び

と
し
て
い
て
뗆頼
も
し
○

た
뗓

と
史
顔
を
見
せ
た

米
森
幹
人

뗊
２
年
뗋
と
小
原
敢
汰

뗊
３
年
뗋

が
各
３
安
打
す
る
な
ど

向
位

の
６
番
打
者
々
で
で
全

安
打

を
放

た


　
２
番
の
米
森
は
攻
北
に
躍
動

し
た

五
回
は
１
死
夕

三
塁

で
外
角
の
直
球
を
素
直
に
は
じ

き
返
し
夕
塁
打
に

六
回
に
も

２
死
満
塁
で
左
前
に
運
び
２
者

を
迎
え
入
れ
た

뗒
五
回
は
ご

ト
や
イ
お
を
化
り
に
来
る
と
公

え
て
思
い
切
り
振

た

六
回

は
追
い
込
々
れ
て
い
た
の
で


コ
ン
パ
お
ト
に
ご
イ
ン
か
し

た
﹂
と
う
ウ
ン
ト
に
応
じ

３

安
打
４
打
点

三
塁
の
北
備
で

も
イ
レ
ギ

や

し
た
打
球
を

好
室
し
て
ア
ウ
ト
に

뗒
満
点

の
出
来

次
の
試
合
で
も
き


う
の
よ
う
な
ひ
レ

を
し
た

い
﹂
と
う
れ
し
そ
う
だ

た


︵

日
︶

　
▽
２
回
戦

帯
南
商

　
　
　
０
３
０
１
２
０

　
　
　
０
０
０
０
０
０

更
別
農
떶
本
別
떶新
得
떶
大
樹

︵
午
後
１
時
現
在
︶


